今月の樹　タイサンボク
モクレン科　　泰山木　大山木　ハクレンボク
原産地　北アメリカ（USA）南部。
学名：Magnolia grandiflora　は「立派な花をつけるモクレン（属）」の意。
明治12年アメリカ北軍のグラント将軍訪日の時夫人が上野公園に植樹した樹が、現在も残っている。泰山木の名前は花や葉が大きい事を讃えられて付けられたものとされる。
現在は世界各地で庭木や街路樹としてよく使われている。
常緑高木、高さ２０ｍぐらいになる。
冬芽　花芽は大きくて有毛　葉芽は無毛

葉　　互生　葉身は長さ１０～２５ｃｍ、幅４～１０ｃｍの長楕円形。厚い革質で全縁。
表面に光沢があり、裏面には褐色の毛が密生する。葉柄は２～3ｃｍ。
花　　6月ごろ、枝先に直径15～25cmの芳香のある白い花をつける。花被片9個はすべて花弁状。太い花柄も特徴がある。
円錐状の花床の上部に雌しべ，下部に雄しべがつく。（雌性先熟）
果実　袋果が集まった集合果。長さ8～12cmの楕円形で10～11月に熟す。

袋果には種子が2個入っている。裂開すると紅い種子が顔を出す
＊モクレン科の植物

　モクレン科の植物には、モクレン属、オガタマ属、ユリノキ属が含まれる。
常緑又は落葉性の木本。多くは植物体に製油成分を持ち、傷つけると良い香りがする。葉は互生で葉柄と托葉2個が合着して芽を包み、その落ち跡が枝を一周する（托葉痕）。花は両性花で、枝先もしくは葉液に単生する。花被片は3数性で6～18個、雄しべは多数、雌しべは多数または数個あり、これらが円錐状の花床にらせん状に付く。

果実は袋果または翼果が集まった集合果を付ける。
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＊モクレン科の花と果実の作り

モクレン科の花は円錐状の花床に雄しべや雌しべ、花被片などがらせん状に付くのが特徴。

雄しべの花糸は扁平な棒状で葯は花糸に張り付くように付く。雌しべは花床の上部に付き、花柱がヒョロヒョロと伸びだしている。
・モクレン属　の花被片は、コブシやタムシバ、モクレン、ホウノキ、オオヤマレンゲなどのように、最も外側の花被片3個が線形で小さな顎片のように見えるものと、
ハクモクレン、シデコブシ、タイサンボクのように全て同型の物がある。

・オガタマノキ属　の花被片は内外同型。
・ユリノキ属　の花被片は外側の3個が大きくて表側に巻き込み、内側の花被片とは明らかに違った形に成っている。

モクレン属とオガタマノキ属の果実は袋果が集まった集合果。裂開すると紅い種子が顔を出す。
ユリノキ属の果実は翼果が松かさ状に集まった集合果で、ばらばらになって落ちる。

＊参考
・夏の暑さと湿度が好きで、涼しい所では開花が遅れ、夏の終わり頃になることもある。
・葉が硬くてクチクラ層が発達する。
タイサンボクの葉に似ているものにビワ、シャクナゲ、（葉裏に毛がある）、タラヨウには毛がない。ウバメガシは葉が小さい

・アメリカ合衆国南部を象徴する花木とされ

（英名：Southem　Mognolia　）

ルイジアナ州の木。ミシシッピー州はタイサンボクが多いことからタイサンボク州（Magnolia state）といわれる。また、州の木でもある。
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